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カウンセリングと聖書
I. 聖書に基づくカウンセリングとは何か？
A. 名前の由来：＿＿＿＿＿＿＿＿カウンセリング

1. ギリシャ語の語源

2. 実際にこの言葉が使われている箇所

✓使徒20:31

✓ ローマ15:14

✓ 1コリント4:14

✓ コロサイ1:28

✓ コロサイ3:16

✓ 1テサロニケ5:12

✓ 1テサロニケ5:14

✓ 2テサロニケ3:14-15

B. 聖書に基づくカウンセリングとは何をすることか？

C. なぜ聖書的カウンセリングなのか？
1. 詩篇119:89-90

2. 詩篇119:105

3. 詩篇119:11
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II. 世俗的カウンセリング
A. クリスチャンの責任
1. 考え方の本質を理解する責任がある

私たちの社会では__________な観点ではなく、心理学の分野によってもたらされて
いる___________な観点が浸透している。この信念の本質を理解することは、私たち
が、この世にあってより良い証を立てるために有益である。

2. 正しい見解がどれかを識別する責任がある

多くの牧師、クリスチャンカウンセラー、また信者たちが知るにしろ知らざるにし
ろ、心理学の教えを真実として_________いるため、その教えが提示される時に、それ
がどのような教えなのかを正しく識別できるようになることは大変重要である。

3. みことばの提示する真理を信頼する責任がある

心理学の_________で哲学的な本質を理解するとき、聖書への確信が増し加わる。

B. 現存する五大心理学派
1. 深層心理学（フロイト: 1856~1939；ユング: 1875~1961）

フロイトは無神論者で福音に敵意を抱いていた。彼の信念はダーウィン
(1809~1882)、ヘッケル(1834~1919)、ラマーチ(1744~1829)らによる哲学的前提
と18世紀の人間の論理思考に頼る啓蒙思想から生まれた。

a. 人に関する基本的見解：人は自分の＿＿＿＿＿に駆られて生きている

b. 人が持つ問題の原因：本能は環境によって＿＿＿＿＿られる

c. 問題の解決方法：＿＿＿＿＿＿

d. カウンセリングの手法：精神分析療法、催眠療法、人格テスト及びその他の分析

e. カウンセリング用語：

f. カウンセリングの焦点：自己の＿＿＿＿・自己＿＿＿＿

2. 行動主義（パブロフ: 1849~1936, スキナー: 1904~1990）

夢の分析や無意識の探求に時間を費やしたフロイトに対し、スキナーはネズミやハ
トを用いて実験を行なった。彼は感情や意識、考え方、自由、尊厳などといった測定
不可能な神話的要素を心理学から取り除くことを望んだ。正確な科学的アプローチ
は、観察し測定することが可能なこと、つまり行動のみを真実として認めるべきだと
考えた。行動主義は深層心理学と根本的に相反するものである。フロイトが、意識と
過去を深く調べるのに対し、行動主義は、現在の行動を深く調べるものである。
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a. 人に関する基本的見解：人は単なる動物に過ぎず、その行動は置かれている環境に
よって条件づけられているか、あるいは「___________」されている

b. 人が持つ問題の原因：環境や状況により不適正な影響を受けたことによる

c. 問題の解決方法：＿＿＿・＿＿＿・＿＿＿＿＿＿

d. カウンセリングの手法：訓練による＿＿＿＿＿＿

e. カウンセリング用語：刺激、条件付け、無意識反応

f. カウンセリングの焦点：自己の＿＿＿＿、自己＿＿＿

3. 人間性心理学（ロジャース: 1902~1987、マズロー: 1908~1970)

「第三の勢力」とも言われる。 環境が人間を支配すると考えることは、人間を被害
者にしてしまうため行動主義を拒否する。またフロイト主義が、共同社会から個人を
引き離し、 個人に焦点を当て過ぎることからこれをも拒絶する。

a. 人に関する基本的見解：人は本質的に善良であり、問題解決に必要なものを＿＿＿
＿＿＿にすべて備えている

b. 人が持つ問題の原因：人の心は＿＿＿＿な考えや影響により遮られている

c. 問題の解決方法：自分の＿＿＿＿＿＿＿を解放する

d. カウンセリングの手法：来談者中心、共感的理解、肯定的資質の引き出し

e. カウンセリング用語：自己の持つ可能性、内在する人の善性、自己価値、自尊心

f. カウンセリングの焦点：自己価値・自尊心の＿＿＿

4. 集団療法・トランスパーソナル心理学

上記の「第三の勢力」のように、人には自分で問題を解決する力があると信じてい
るが、この考えはそれが________において更に力を増すと信じている。グループが答
えを持っており、それを互いに分ち合う。グループのメンバーは、誠実さ、率直さ、
また必要に応じて、自ら進んで告白することなどが要求される。

a. 人に関する基本的見解：人は本質的に善良であり、問題解決に必要なものを＿＿＿
＿＿＿にすべて備えている

b. 人が持つ問題の原因：他人への良くない行動が問題の起因となり、やがてそれが争
いに至る

c. 問題の解決法：グループ内での告白や行動

d. カウンセリングの手法：集団による思考や感情の熟考、助言の相互交換、肯定的資
質の引き出し

e. カウンセリング用語：自己の持つ可能性、内在する人の善性、自尊心
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f. カウンセリングの焦点：自己価値・自尊心の＿＿＿

5. 心霊主義

人は目に見えない世界と様々な関係で密接に結びついており、ほぼすべての分野で
霊的な事柄が人に影響を及ぼしている。人の健康、生命力、平安、喜びのすべては、
作用している様々な超自然的力の維持とそれを緩和していくことに深く関係してい
る。

a. 人に関する基本的見解：人はありとあらゆる＿＿の前で無力で絶望的である

b. 人が持つ問題の原因：すべての問題は霊・悪魔、あるいは＿＿＿による疲憊と関与
が原因である

c. 問題の解決法：先祖の供養・除霊

d. カウンセリングの手法：まじない、お守り、呪い、奉納、霊媒、呪文、占星術

e. カウンセリング用語：呪い、先祖の罪、悪霊、○○の霊、高次の力

f. カウンセリングの焦点：束縛からの＿＿＿

III.聖書に基づくカウンセリングの姿
A. 聖書に基づくカウンセリングの根幹的考え方の流れ
1. 神による天地創造

2. 人の創造上の特質
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深層心理 行動主義 人間性 集団療法 心霊主義
基本的見解 本能に駆られて生

きている
人は動物であり、環
境によって条件付け
られている

人は善良で、問題
解決方法を内に備
えている

人は善良で、問題
解決方法を集団に
備えている

霊の前では絶望的
な存在

問題の原因 本能が環境に妨げ
られること

環境や状況から不適
正な影響を受けるこ
と

心に起こる否定的
な考えや周りから
の影響

他人の良くない行
動

霊・悪霊・先祖に
よる支配と関与

問題の解決
方法

本能に従う 再生・再プログラム 内的潜在能力の解
放

グループ内の告白 除霊・追放

テクニック 精神分析・催眠療
法・人格テスト

行動操作 ポジティブ思考・
自己回答

集団療法・ポジ
ティブ思考

まじない・お守り

専門用語 自我・動因・衝動 刺激・無意識反応・
正負の報償

自己の可能性・善
性

自己の可能性・善
性

のろい・霊縛・先
祖の罪

焦点 自己の解放 自己改善・自己向上 自己価値の向上・
自尊心

自己価値の向上・
自尊心

呪縛からの解放



3. 堕落

4. 救い

5. 聖化

B. 聖書に基づくカウンセリングの特徴
1. 人に関する基本的見解：人は罪深く、罪の中で＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿者である

2. 人が持つ問題の原因：

a. ＿＿＿＿＿＿（ローマ1:20‒21）

b. ＿＿＿＿＿＿（ヨハネ3:16‒18; 5:38‒40）

c. 不従順（エペソ2:1‒2, 5:6; テトス3:8）

d. 神の御力の否定（ヘブル2:14‒15; 1ヨハネ3:8） 

3. 問題の解決法：

a. 恵みによる、信仰を通しての救い（エペソ2:8‒9）

b. 神への＿＿＿＿＿＿＿＿（ローマ6:16‒19）

c. キリストのうちにある＿＿＿＿（エペソ4:13）

d. 聖霊による＿＿と＿＿（ガラテヤ5:16; エペソ5:18）

4. カウンセリングの手法：

a. 傾聴する（箴言18:2, 13, 17）

b. 責め、戒め、勧める（2テモテ4:2）

c. 励まし合う（ヘブル3:13）

d. 訓戒し合う（ローマ15:14; コロサイ1:28）

e. 促す（ヘブル10:24）

f. 強める（ヘブル12:12）

g. 正す（ガラテヤ6:1‒2, 5）

h. 教える（ローマ6:17‒18; コロサイ3:16）

i. 訓練する（2テモテ2:2）
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5. カウンセリング用語：

a. ＿＿＿＿（ローマ3:23）

b. 古い人を＿＿＿新しい人を＿＿＿＿＿（エペソ4:22‒24; コロサイ3:5‒17）

c. 自己吟味（マタイ7:1‒5）

d. 敬虔（1テモテ4:7‒8）

e. みことばの＿＿＿（ヤコブ1:22‒25）

6. カウンセリングの焦点

a. 自分を＿＿＿（ルカ9:23‒25）

b. 神を＿＿＿＿（2コリント5:9; コロサイ1:10）

c. 他人を＿＿＿＿＿（1ペテロ3:8‒9）

d. ＿＿＿用いて＿＿＿（1ペテロ4:10; マタイ20:25‒28）

IV.聖書は人の問題を解決することができるのか？
A. みことばの十全性

✓1ペテロ1:3-4

✓2テモテ3:16

✓コロサイ3:16-17

B. みことばの与える希望

V. 聖書的カウンセリングを正しくするための前提
A. 神に関する正しい認識
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B. 神のみことばの十全性に関する正しい認識
1. 権威に関して

2. 妥当性に関して

C. 人間に関する正確な理解
1. 人は完全に堕落している

2. 人は自分の栄光を求めている

3. 人は神から離れている

4. 人の知恵は真の問題解決に目を向けようとはしない

D. 教会の目的に関する正しい理解
1. 教会は真理の柱であり、土台である（1テモテ 3:15）

2. 教会は信徒の親しい交わりを通して互いの成長のために存在する（エペソ4:12‒16）

3. 教会は選ばれた民に福音を告げ知らせるための世の光として存在する
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VI.聖書的カウンセリングが効果的である理由
A. 聖霊の働き

B. 人を生かすみことばの力

C. 人の個人的選択

VII.聖書的カウンセリングの限界
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カウンセリングの基本的要素
I. データ収集
A. なぜデータを収集する必要があるのか？
1. 問題を知る(1テサロニケ5:14)

2. どの方法を使うかを決める(ヨハネ4:7-42; 参照>ヨハネ3:1ff)

3. 真の問題を理解する(エレミヤ6:14)

B. どのようにデータを集めるか？
1. 重要な質問をする

2. 質問の仕方を工夫する

3. コミュニケーションを吟味・観察する

C. 注意すべき事
1. 聴くことを忘れない

2. 行動の背後にある動機を理解する

3. 習慣を見いだす
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II. 関係の構築
A. 聖書が求める条件である

B. 関係を築くとはどのようなものか

C. どのように関係を築くのか
1. あわれみを示す

2. 尊敬を示す

3. 正直である

III.希望を与える
A. 希望の必要性

B. 希望の根源

C. 解決の所在

聖書的カウンセリング 10



IV.宿題を通して起こる変化
A. 宿題の必要性
1. 変化の責任をカウンセリーに与える

2. 変化がすぐに期待できることを示す

3. 変化の必要性を説くだけでは変化は起こらない

4. 聖書的原則をカウンセリーの生涯に適用する

B. 宿題の内容
1. 問題に対する具体的な変化を呼び起こすもの

2. 思考と行動を伴うもの

3. 問題に直結している内容

4. 内容を確認し、きちんと説明し、必ず復習する

V. カウンセリング時のいくつかの具体的な助け
A. 聖書：瞑想と暗誦

B. 情報収集

C. 祈り

D. みことばの個人的な学びと宿題を通しての真理の適用

E. 説明責任

聖書的カウンセリング 11



VI.カウンセリングの目的
A. 聖書的カウンセリングの目的とは何か？
1. 必要を持っている人たちに教え、訓戒、励まし、慰め、回復、そして希望を聖書の原
則に基づいて与える

✓ローマ15:14

✓2コリント1:3-4, 7

✓ガラテヤ6:1

B. 聖書的変化の原則に基づき、信徒をキリストの似姿へと導く
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聖書的変化
I. 霊的成長(変化)の必然性
A. 神の命令である(2ペテロ3:18)

B. 神の計画である(ローマ8:28-29)

C. 当然起こるべきことである(ヘブル5:12-14; エペソ4:13)

II. 霊的成長(変化)の必要性
A. 人間の堕落のゆえに霊的成長が必要である
1. 罪の始まり

2. 罪の継続

3. 現在の状況

B. 個人の罪のゆえに霊的成長が必要である
1. 問題の根源＝＿＿＿

‣ 創世記6:5

‣ マルコ7:20-23

‣ 1サムエル16:7

2. 問題＝＿＿＿＿

‣ イザヤ43:7

‣ エペソ1:11-12

‣ 1コリント10:31

‣ 1列王11:4
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‣ エゼキエル14:1-11

‣ ローマ1:25

III.霊的成長(変化)の要素
A. 霊的成長は＿＿＿から始まる

B. 霊的成長には＿＿＿＿＿＿の＿＿の働きが必要である

✓ヨハネ15:2

✓エペソ5:26

✓2コリント3:18

C. 霊的成長には＿＿＿の＿＿＿が必要である

✓ローマ8:13

✓2コリント7:1

✓1テモテ4:7

✓エペソ4:1, 17; 5:1

✓1テモテ6:11; 2テモテ2:22

✓1コリント9:24-27

D. 霊的成長には＿＿＿＿＿の働きが必要である

E. 霊的成長には＿＿＿が必要である

✓ヨハネ14:13-14

✓ヨハネ16:24

人間が堕落しているという一般的事実だけでなく、一人一人の心が神を神とせず、神以外の者を崇めているこ
とが私たちが変化を必要としている一番の理由です。この状態が変えられ、神をあらゆる状況の中にあって正
しく礼拝することができるようになるとき、私たちは抱えている問題を解決し、神に喜ばれる人生を歩んでい
くことができるようになるのです。
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F. 霊的成長は＿＿＿＿なものである

✓ピリピ3:13-14

✓ガラテヤ5:16

G. 霊的成長は＿＿＿を伴う

✓1コリント9:24-27

✓エペソ6:10-12

✓2テモテ4:6-7

✓1ペテロ2:5-8

H. 霊的成長は＿＿＿なものである

✓エレミヤ13:23

✓エレミヤ22:21

I. 霊的成長は＿＿＿なものである
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人の行動
マルコ7:20−23 マタイ12:34

外なる人

内なる人

箴言4:23

箴言23:7

2コリント4:16

意思

願望 感情

思　　 考
良　心

意　図

エペソ4:23

ローマ12:2

ヘブル4:12

Mission Control Center

創世記6:5 箴言20:5 エレミヤ6:14 エレミヤ17:9



心の問題と変化
I. 心の下方連鎖
A. 人はいかに神に背くのか
1. ローマ1:18‒32

✓人は自らの意志で神を拒む（20‒21）

✓人の心は暗くなり、おろかになる（21‒23）

✓神は人を引き渡される（24, 26, 28）

✓人は悪に賛同し悪を奨励する（32）

2. エレミヤ2:1‒37

✓神がイスラエルの民を捨てたのではなく、彼らが神を捨てた（5‒13）

✓彼らは背信のゆえに神を恐れなくなった（19）

✓背信は彼らを神から遠ざけた（20‒28）

✓彼らは神の懲らしめを無視した（29‒30）

✓彼らは自分たちには罪がないと言った（35）

✓神は彼らを裁いて退けられた（37）

3. 創世記4:3‒15

4. 箴言1:25‒32

5. ヤコブ1:13‒15  
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B. 人はなぜ神に背くのか
1. よくあるきっかけ

✓罪にとどまり続ける

✓神の主権を疑う

✓祈らない

✓感謝しない

✓神を忘れる

✓感情を制御しない

✓赦しを受け入れない

2. 根本的な原因

✓マタイ15:3‒20

✓創世記 4:3‒20

✓マタイ5:28

✓マタイ6:21

II. 心の上方修正
A. 人はどのようにして神に立ち返るのか
1. 罪を＿＿＿（マタイ7:3‒5）

2. 罪を＿＿＿する

a. ダビデ（詩篇32:1–5）

b. ソロモン（箴言28:13）
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c. ヨハネ（Ⅰヨハネ1:9）

3. 罪を悔い改める：心と行いの変化

a. 悔い改めの区分

(1) ＿＿＿＿の要素である（ルカ3:3; 2コリント7:10）

(2) ＿＿＿＿＿＿も必要である（詩篇51; ルカ17:3−4）

b. 悔い改めの方法

(1) 聖書の真理を知る

(2) 聖書的行動を取る

c. 悔い改めを妨げるもの：＿＿に対する＿＿＿

d. 悔い改めを促すもの：＿＿に対する＿＿＿

(1) 心からの謙遜（詩篇51:1‒4, 6‒10, 17）

(2) 意志の服従

(3) 神への信頼（詩篇37:3‒7）

e. 正しく悔い改めた者が得ることができる祝福

(1) 喜びの生涯（ヨハネ15:7‒10）
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(2) 不安のない生涯（マタイ6:33）

(3) 祈りが応えられる生涯（1ヨハネ3:22）

(4) みこころに沿った生涯（詩篇37:4‒8）

(5) 祝福に満ちた生涯（ヤコブ1:25; ヨハネ13:17）

4. 優先順位を変える

a. 神の＿＿と＿＿にゆだねる（ローマ12:1–2）

b. 神の道を歩む＿＿を授けていただくように祈る（箴言2:6–8）

c. 神の＿＿＿＿に従う（ヨハネ14:15）

d. 御霊によって＿＿（ガラテヤ5:16）
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変化するための作戦
I. よくある間違い
A. 絶望を導く神頼み

B. あきらめを生み出す自分頼み

C. 危険をもたらす抑制主義

II. 聖書が教える作戦
A. ダムを造る

B. 流れを変える

1. 義を身につける（エペソ4:22-24）

2. 思考を変える（ローマ12:2）

3. キリストを身につける（ローマ13:12-14）

III.作戦を実行するために必要な事柄
A. 原因を究明する

✓何が起こっているかを理解する
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✓なぜ起こっているかを突き止める

B. 習慣を交換する

✓これまで身につけてきた習慣的対応に気づく

✓新しく身につけるべき対応を熟知する

✓新しい習慣を身につけるための具体的対策を練る

C. 忍耐を習得する

D. 希望を選択する

IV.変化を導くもの

A. 感情
1. 感情は起こっている事柄を正確に判断するために存在しない
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聖書箇所 感情 評価 正確さ

創世記4:5 怒り
悪い心の状態が悪い感情で

現れている
正確

出エジプト32:2–6, 17–19 歓喜
悪い心の状態が良い感情で

現れている
不正確

詩篇38:3–10 悲しみ
良い心の状態が悪い感情で

現れている
不正確

マルコ10:17–22 悲しみ
悪い心の状態が悪い感情で

現れている
正確

2. 感情は生き方を支配するものではない

B. 言動
1. 言動は心の状態の秤である（マルコ7:18‒23）

2. 言動は必ずしも正確な秤ではない

3. 言動の変化のみでは聖書的な変化は生まれない

C. 思考/意思
1. 肉的なことを思う思考
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2. 御霊のことを思う思考

D. 心
1. 心とは何か

a. 心は思考を含む（箴言4:20）

b. 心は意志（行動）を含む（箴言11:20）

c. 心は感情を含む（箴言15:15）

d. 心は人の内面すべてである（箴言3:5; 4:23‒27; マタイ22:37）

2. 神だけが人の心を知っている

a. Ⅰサムエル16:7

b. エレミア17:10

c. 詩篇139:23‒24

3. 心の偶像とは何か

a. エゼキエル14:1‒6

b. 生涯を支配する「欲望」

 
4. なぜ心が問題なのか

a. 人は罪深い心をもって生まれる（エレミヤ17:9）

b. 人は心で信じて救われる（ローマ10:8‒10）

c. 人の生涯は心によって導かれる（箴言4:23）
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V. 変化が起こることの保証
‣ 1ヨハネ5:3-5

‣ テトス3:3-5

‣ 2コリント7:9-10

‣ 2テモテ3:16-17

‣ 1コリント10:13

‣ ヨハネ15:8-11

‣ 2コリント12:9-10

‣ 詩篇119:9-11

‣ 1ヨハネ2:5-6

‣ ヘブル4:15-16
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希望を与える
I. 聖書は希望の本である
A. 希望がなくては変化を期待することはできない

B. 希望は聖書の主題の一つである

✓詩篇42:5

✓詩篇46:1

✓箴言10:28

✓ローマ5:2

✓ローマ15:17

✓2コリント3:12

✓ガラテヤ5:5

✓コロサイ1:4-5

✓ヘブル6:18-19

✓ヘブル11:8-19

✓ヘブル12:２

II. 人は希望を必要としている
A. 長い間問題で苦しんでいる人

B. 非常に困難で深刻な問題を抱えている人

C. 人生を打ち砕くような出来事を経験した人

D. 失敗した人

E. 霊的に弱い（未熟）な人
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F. 年老いた人

G. 結婚生活に問題を抱えている人

H. 落胆している人

I. 自殺願望のある人

J. その他

III.希望の種類
A. むなしい希望
1. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿によってもたらされる希望

2. ＿＿＿＿＿＿＿＿ことによってもたらされる希望

3. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿によってもたらされる希望

B. 真の希望
1. ＿＿＿の結果によってもたらされる希望

2. ＿＿＿＿＿に基づく希望
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3. ＿＿＿＿な希望

4. ＿＿＿としての希望

5. ＿＿＿に基づく希望

IV.希望の与え方
A. ＿＿＿＿＿＿との関係を深める手助けをする

B. ＿＿＿＿＿＿考えることを教える
1. 置かれている状況に関して

2. 神の属性に関して

3. 最善に関して

4. 神の助けに関して

5. 問題の本質と原因に関して

6. 表現に関して

C. ＿＿＿＿＿＿＿であるように勧める

D. ＿＿＿＿の原則に従う
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E. ＿＿＿と＿＿＿の模範を示す

V. 聖書が与える現実的希望
A. 今日という日の目的の存在

✦エペソ2:10

✦ヨハネ12:27-28

✦詩篇139:16

B. 困難な日々に関する重大な事実
✦1コリント10:13

✦1ペテロ5:6-7

✦1テサロニケ5:18

✦2コリント12:9-10

✦2ペテロ1:2-3

C. 生ける神の宣言
✦ヨハネ16:33

✦ピリピ1:6

✦詩篇62:8

D. 主を見る日を待ち望む事による希望
✦2コリント4:16-18

✦2テモテ4:6-8

✦ヘブル11:24-27

E. 神の計画のすばらしさ
✦創世記50:20

✦ヤコブ1:2-4

✦ローマ8:28
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F. 従順であるための必要をすべて備えてくださる神
✦2テモテ3:16-17

✦ヘブル4:15-16

✦ピリピ4:6-7

G. 神を称えたいという心からの願望
✦1ペテロ1:6-9

✦2テモテ1:7

✦ピリピ1:20-21

✦1ペテロ4:10-11

✦ガラテヤ2:20

✦ヘブル12:1-3

H. 可能である変化
✦1ヨハネ1:9

✦コロサイ3:1-4

✦エペソ4:22-24

✦1ヨハネ5:3-4

✦ガラテヤ5:16-17

✦ヤコブ1:25
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カウンセラーの条件
I. カウンセラーの条件：＿＿＿に関して
A. Ⅰテモテ4:7-8
1. ＿＿＿の重要性

✓Ⅰテモテ5:11

✓Ⅰテモテ6:6

✓Ⅱテモテ2:22

✓テトス1:1

✓テトス2:11-12

✓Ⅰテモテ2:1-2

2. 敬虔とは何か

a. 一般的定義

(1) 敬虔ではないもの

➡Ⅱテモテ3:5

➡マタイ7:21-23

(2) 敬虔であるもの

➡コロサイ3:17

➡Ⅰコリント10:31

➡マタイ6:33

(3) 例

➡創世記5:21-24（ヘブル11:5）

➡ヨブ1:1, 13-22

➡Ⅱコリント5:9; ピリピ1:19-21; 3:7-14

➡ヨハネ4:34; 6:38; 8:28-29

b. より具体的な定義

(1) 神への恐れ

➡出エジプト14:31

➡箴言1:7; 14:26-27; 19:23

➡詩篇112:1; 86:11
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➡イザヤ6; 11:3

➡ヨブ1:1

➡伝道者12:13

➡エレミヤ32:40

➡使徒9:31

➡ピリピ2:12

➡Ⅱコリント7:1

➡エペソ5:21

➡Ⅰペテロ1:17; 2:17

➡ヘブル12:28-29

➡黙示録15:3-4

(2) 神への愛

➡Ⅰヨハネ4:8-10, 19

➡Ⅰテモテ1:12-16

➡Ⅱコリント5:14-15

➡エペソ1:6

➡ローマ5:1-8; 8:31-39

➡黙示録2:1-4

(3) 神への思い

➡詩篇42:1-2; 63:1-2; 27:4, 8-9; 73:23-28; 17:15

➡ピリピ3:10

➡イザヤ26:9

3. まとめ

B. Ⅰテモテ1:18-19 
1. 信仰

a. ＿＿＿＿：ユダ3; Ⅰテモテ4:1; ローマ1:5; Ⅰテモテ6:20-21; Ⅱテモテ2:15-16
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b. ＿＿＿＿：ユダ20; 使徒6:5; ヤコブ1:3; Ⅱテサロニケ1:3, 8; ローマ4:20; Ⅰテモ
テ1:4-5; 6:12; Ⅱテモテ1:5; テトス1:1

c. ＿＿＿＿：テトス2:10; ローマ3:3

2. 良心

a. ＿＿＿な良心：Ⅰテモテ4:2 

b. ＿＿＿良心：使徒24:16

c. ＿＿＿＿＿に沿った良心：テトス1:15

C. Ⅰテモテ4:12
1. ことば：エペソ4:15, 29

2. 態度：Ⅰテサロニケ1:6-8 

3. 愛：Ⅰテモテ1:5

4. 信仰：Ⅰテサロニケ1:3

5. 純潔：Ⅰテモテ5:2

II. カウンセラーの条件：＿＿に関して
A. 内容
1. みことば

✓Ⅱテモテ3:14-4:5

✓使徒20:32

✓ヨハネ15:3; 17:17

✓エペソ5:26
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✓Ⅱペテロ1:3-4

✓Ⅰテモテ6:19-20

✓コロサイ2:8-10 

✓イザヤ8:19-20

✓詩篇19:7-11

2. 避けるべきこと

a. 別物だが同等であるという考え方

b. 混ぜることができるという考え方

c. 部分だけ借りることができるという考え方

3. 避けるべき理由

a. 聖書の十全性

b. 聖書の卓越性

c. 聖書の聖化に関する有効性

d. 聖書の絶対的権威

e. 一般啓示の限界

f. 堕落した世界という現実

g. 真理の認識に対する限界
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4. まとめ

a. みことばを否定してはいけない

b. みことばを曲げてはいけない

c. みことばを薄めてはいけない

d. みことばの価値を下げてはならない

III.誰がカウンセリングをするのか
A. 長老
1. 聖書に見る責任

a. エペソ4:11‒12

b. 1ペテロ5:1‒4

c. 使徒20:17‒35

2. 聖書に逆らう責任逃れ

a. ＿＿＿＿の助けが必要だ

b. カウンセリングは＿＿＿＿ではない

c. カウンセリングをする＿＿＿がない

d. 過度の＿＿＿で＿＿＿＿可能性が高い

e. 問題に＿＿＿＿すると教会から＿＿＿＿人が増える

f. カウンセリングすることによって＿＿＿に影響がでる

B. 教会
1. ロマ15:14
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2. 1テサロニケ4:13‒18

3. 1テサロニケ5:14

4. コロサイ3:16

5. ガラテヤ6:1‒3

6. ヘブル3:12‒13

C. 結論
1. 聖書に基づくカウンセリングは、__________ではなく、_____である

2. 聖書に基づくカウンセリングは、________________の義務である

3. 聖書に基づくカウンセリングは、信者全員の____________________である

4. 聖書に基づくカウンセリングは、___________の特殊な形である

5. 聖書に基づくカウンセリングは、＿＿＿＿＿＿＿の実践である
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